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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センサを用いて、イヤホンアンプにより生成される電気信号を音声に変換するイヤホン
が抜かれたかどうかを検出するイヤホン挿入検出部と、
　前記イヤホンが抜かれたことを検出した後に、前記電気信号を生成するための電力を前
記イヤホンアンプに供給する電源をオフにする電源制御部と、
　鳴動イベントまたは鳴動オフイベントを検出する鳴動イベント検出部
とを具備し、
　前記電源制御部は、前記イヤホンが挿入され、かつ、前記鳴動オフイベントが検出され
た後に、前記電力が低減するように前記電源を制御する
　音声出力装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記電源制御部は、前記イヤホンが抜かれ、または、前記鳴動イベントが検出された後
に、前記電力が前記イヤホンアンプに供給されるように前記電源を制御する
　音声出力装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２のいずれかにおいて、
　前記電源制御部は、前記イヤホンが抜かれ、かつ、前記鳴動オフイベントが検出された
後に、前記電源をオフにし、前記イヤホンが抜かれ、かつ、前記鳴動イベントが検出され
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た後に、前記電源をオンにする
　音声出力装置。
【請求項４】
　請求項１または請求項２のいずれかにおいて、
　前記電源制御部は、前記鳴動イベントが検出され、かつ、前記イヤホンが抜かれた後に
、前記電源をオフにし、前記鳴動イベントが検出され、かつ、前記イヤホンが挿入された
後に、前記電源をオンにする
　音声出力装置。
【請求項５】
　センサを用いて、イヤホンアンプにより生成される電気信号を音声に変換するイヤホン
が抜かれたかどうかを検出するステップと、
　前記イヤホンが抜かれたことを検出した後に、前記電気信号を生成するための電力を前
記イヤホンアンプに供給する電源をオフにするステップと、
　鳴動イベントまたは鳴動オフイベントを検出するステップと、
　前記イヤホンが挿入され、かつ、前記鳴動オフイベントが検出された後に、前記電力が
低減するように前記電源を制御するステップ
　とを具備するノイズ防止方法。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記イヤホンが抜かれ、または、前記鳴動イベントが検出された後に、前記電力が前記
イヤホンアンプに供給されるように前記電源を制御するステップ
　を更に具備するノイズ防止方法。
【請求項７】
　請求項５または請求項６のいずれかにおいて、
　前記イヤホンが抜かれ、かつ、前記鳴動オフイベントが検出された後に、前記電源をオ
フにするステップと、
　前記イヤホンが抜かれ、かつ、前記鳴動イベントが検出された後に、前記電源をオンに
するステップ
　とを更に具備するノイズ防止方法。
【請求項８】
　請求項５または請求項６のいずれかにおいて、
　前記鳴動イベントが検出され、かつ、前記イヤホンが抜かれた後に、前記電源をオフに
するステップと、
　前記鳴動イベントが検出され、かつ、前記イヤホンが挿入された後に、前記電源をオン
にするステップ
　とを更に具備するノイズ防止方法。
【請求項９】
　センサを用いて、イヤホンアンプにより生成される電気信号を音声に変換するイヤホン
が抜かれたかどうかを検出するイヤホン検出機能と、
　前記イヤホンが抜かれたことを検出した後に、前記電気信号を生成するための電力を前
記イヤホンアンプに供給する電源をオフにする電源制御機能と、
　鳴動イベントまたは鳴動オフイベントを検出する鳴動イベント検出機能
とをコンピュータに実現させるためのコンピュータプログラムであって、
　前記電源制御機能は、前記イヤホンが挿入され、かつ、前記鳴動オフイベントが検出さ
れた後に、前記電力が低減するように前記電源を制御する
　コンピュータプログラム。
【請求項１０】
　請求項９において、
　前記電源制御機能は、前記イヤホンが抜かれ、または、前記鳴動イベントが検出された
後に、前記電力が前記イヤホンアンプに供給されるように前記電源を制御する
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　コンピュータプログラム。
【請求項１１】
　請求項９または請求項１０のいずれかにおいて、
　前記電源制御機能は、前記イヤホンが抜かれ、かつ、前記鳴動オフイベントが検出され
た後に、前記電源をオフにし、前記イヤホンが抜かれ、かつ、前記鳴動イベントが検出さ
れた後に、前記電源をオンにする
　コンピュータプログラム。
【請求項１２】
　請求項９または請求項１０のいずれかにおいて、
　前記電源制御機能は、前記鳴動イベントが検出され、かつ、前記イヤホンが抜かれた後
に、前記電源をオフにし、前記鳴動イベントが検出され、かつ、前記イヤホンが挿入され
た後に、前記電源をオンにする
　コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声出力装置およびノイズ防止策に関し、特に、本体に着脱可能なスピーカ
から音声を出力するときに利用される音声出力装置およびノイズ防止策に関する。
【背景技術】
【０００２】
　着脱可能なイヤホンを用いて音声を聞くことができる携帯電話機が知られている。この
ような携帯電話機は、そのイヤホンから発生するノイズを防止することが望まれ、電流の
消費を低減することが望まれている。
【０００３】
　特開２００３－１１０４４１号公報には、電源のオン・オフ時に発生するポップ音を大
幅に低減することができるポップ音低減回路が開示されている。そのポップ音低減回路は
、出力基準電圧を振幅の中点電位とするパルス幅変調アンプをオン・オフする第１のスイ
ッチと、前記出力基準電圧と等しい直流電圧を発生するバッファアンプと、前記バッファ
アンプをオン・オフする第２のスイッチと、電源オン時から上昇する出力基準電圧の立ち
上がり領域又は電源オフ時から降下する出力基準電圧の立ち下がり領域の電位に応じて前
記第１のスイッチ及び第２のスイッチをオン・オフして、前記パルス幅変調アンプ又は前
記バッファアンプのいづれか一方を動作させる制御回路と、を備えたことを特徴としてい
る。
【０００４】
　特開２００５－９４６０３号公報には、使用の際の電源オンオフに伴うポップノイズに
よる不快感を減少させることができるとともに、構造が簡単なヘッドホン装置が開示され
ている。そのヘッドホン装置は、供給電源のオンオフが可能なヘッドホン装置であって、
スピーカユニットを内蔵した一対のヘッドホンユニットと、前記ヘッドホンユニットを連
結するヘッドホンバンドと、前記ヘッドホンユニットの少なくとも一方に設けられ、前記
供給電源の状態を制御する電源スイッチを備え、前記ヘッドホンユニットは、前記ヘッド
ホンバンドの延長方向を中心軸として回動可能であり、前記電源スイッチは、前記ヘッド
ホンユニットの回動位置に応じてオンオフするものである。
【０００５】
　特開２００５－２１８００６号公報には、ユーザの好みに応じて、音声モード、映像モ
ード、通常に音声と映像を出力する通常モード等の操作手段により各回路の動作を停止・
再開することで消費電力を抑制し、また、様々なモードを設けモード切換の操作を簡略化
することで、使い勝手の良い携帯デジタル放送受信装置が開示されている。その携帯デジ
タル放送受信装置は、所望の放送波を受信復調するデジタル受信復調部と、前記デジタル
受信復調部の出力から映像信号を再生する映像デコード部と、前記映像デコード部の出力
を表示する映像表示デバイスと、前記デジタル受信復調部の出力から音声信号を再生する



(4) JP 5211684 B2 2013.6.12

10

20

30

40

50

音声デコード部と、前記音声デコード部の出力を出力する音声提示デバイスと、デジタル
放送の映像の出力を設定する操作部と、前記映像デコード部と前記映像表示デバイスの動
作を制御する制御部とで構成され、前記制御部は、前記操作部で音声のみを再生するよう
選択された場合には、前記映像デコード部と、前記映像表示デバイスの動作を停止するよ
うに制御することを特徴としている。
【０００６】
　特開平１１－１９５９３１号公報には、電源電圧のオン・オフ時に発生されるボツ音を
、簡易な回路構成で確実に抑制できる雑音除去回路が開示されている。その雑音除去回路
は、電源スイッチのオン・オフ時に発生されるボツ音を抑制する雑音除去回路において、
電源スイッチのオン・オフ時に所定期間だけオン・オフ検出信号を出力するオン・オフ検
出回路と、少なくとも二段階にインピーダンスが変更可能とされ、設定されたインピーダ
ンスで音声信号を通過させるバッファ回路と、を備え、前記バッファ回路は、前記オン・
オフ検出信号が出力されている間は、それ以外の期間よりも、インピーダンスを大きく設
定することを特徴としている。
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－１１０４４１号公報
【特許文献２】特開２００５－９４６０３号公報
【特許文献３】特開２００５－２１８００６号公報
【特許文献４】特開平１１－１９５９３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の課題は、着脱可能なイヤホンから発生するノイズを防止する音声出力装置およ
びノイズ防止策を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明による音声出力装置は、イヤホン挿入検出部と電源制御部とを備えている。その
イヤホン挿入検出部は、センサを用いて、イヤホンアンプにより生成される電気信号を音
声に変換するイヤホンが抜かれたかどうかを検出する。その電源制御部は、イヤホンが抜
かれたことを検出した後に、その電気信号を生成するための電力をイヤホンアンプに供給
する電源をオフにする。
【００１０】
　本発明によるノイズ防止策は、センサを用いて、イヤホンアンプにより生成される電気
信号を音声に変換するイヤホンが抜かれたかどうかを検出するステップと、イヤホンが抜
かれたことを検出した後に、その電気信号を生成するための電力をイヤホンアンプに供給
する電源をオフにするステップとを備えている。
【００１１】
　本発明によるノイズ防止プログラムは、イヤホン挿入検出部と電源制御部とをコンピュ
ータに実現させるコンピュータプログラムである。イヤホン挿入検出部は、センサを用い
て、イヤホンアンプにより生成される電気信号を音声に変換するイヤホンが抜かれたかど
うかを検出する。電源制御部は、イヤホンが抜かれたことを検出した後に、その電気信号
を生成するための電力をイヤホンアンプに供給する電源をオフにする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明による音声出力装置およびノイズ防止策は、そのイヤホンが抜かれた後に電源を
オフにすることにより、その電源がオフになることによりそのイヤホンから発生するノイ
ズを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図面を参照して、本発明による音声出力装置の実施の形態を記載する。その音声出力装
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置は、携帯電話端末に適用されている。その携帯電話端末１は、図１に示されているよう
に、制御部２とメモリ３と操作部５と表示部６と無線部７と音声／オーディオ信号処理部
８とを備えている。制御部２は、ＣＰＵ１０を備え、携帯電話端末１にインストールされ
るコンピュータプログラムを実行して、メモリ３と操作部５と表示部６と無線部７と音声
／オーディオ信号処理部８とを制御する。メモリ３は、そのコンピュータプログラムを記
録し、制御部２により生成される情報を一時的に記録している。メモリ３は、さらに、音
声データを記録している。操作部５は、複数のキーを備え、ユーザに操作されることによ
り情報を生成し、その情報を制御部４に出力する。表示部６は、制御部４により生成され
る画面を表示する。
【００１４】
　無線部７は、アンテナ１１を備え、アンテナ１１を用いて外部機器からの無線信号を受
信し、その無線信号を受信情報に復調して制御部４に出力する。無線部７は、さらに、制
御部４により生成された送信情報を無線信号に変調し、アンテナ１１を用いてその無線信
号を外部機器に送信する。その外部機器としては、携帯電話通信網に適用される基地局が
例示される。
【００１５】
　音声／オーディオ信号処理部８は、出力デバイス１２とマイク１４とを備えている。音
声／オーディオ信号処理部８は、マイク１４により集音された音声を示す音声情報を生成
して、その音声情報を制御部４に出力する。音声／オーディオ信号処理部８は、さらに、
制御部４により制御されて、出力デバイス１２を用いて音声を出力する。
【００１６】
　図２は、音声／オーディオ信号処理部８を示している。音声／オーディオ信号処理部８
は、電源２０と音源２１とＤ／Ａ（デジタル／アナログ）変換器２２とレシーバアンプ２
３とスピーカアンプ２４とイヤホンアンプ２５とミュート回路２９とセンサ３０とを備え
ている。このとき、出力デバイス１２は、レシーバ２６とスピーカ２７とイヤホン２８と
を含んでいる。
【００１７】
　電源２０は、制御部４により制御されて、オンにされ、または、オフにされる。電源２
０は、オンにされたときに、レシーバアンプ２３とスピーカアンプ２４とイヤホンアンプ
２５とに電力を供給する。電源２０は、オフにされたときに、レシーバアンプ２３とスピ
ーカアンプ２４とイヤホンアンプ２５とに電力を供給することを停止する。電源２０は、
さらに、複数のモードを有し、制御部２により、その複数のモードのうちのいずれかに切
り換えられる。その複数のモードは、通常モードと省電力モードとを含んでいる。電源２
０は、その通常モードに切り換えられたときに、レシーバアンプ２３とスピーカアンプ２
４とイヤホンアンプ２５とが正常に動作するように、レシーバアンプ２３とスピーカアン
プ２４とイヤホンアンプ２５とに電力を供給する。電源２０は、その省電力モードに切り
換えられたときに、急峻な電圧低下なしで、レシーバアンプ２３とスピーカアンプ２４と
イヤホンアンプ２５とに供給する電力を低減する。このとき、電源２０は、通常モードで
消費される電流に比較して、省電力モードで消費される電流がより小さく、たとえば、数
μＡ程度である。
【００１８】
　音源２１は、音声を示すデジタル信号を生成する。たとえば、音源２１は、音楽再生用
のブロックであり、このとき、メモリ３から音声データを読み出し、その音声データをデ
ジタル信号として出力する。また、音源２１は、トーン生成回路などによって構成される
こともできる。なお、音源２１は、本実施の形態において制御部２の外に独立したブロッ
クとして構成されているが、制御部２に再生用モジュールとして組み込まれることもでき
る。
【００１９】
　Ｄ／Ａ変換器２２は、音源２１により生成されたデジタル信号をアナログ信号に変換す
る。レシーバアンプ２３は、電源２０から供給される電力を用いて、Ｄ／Ａ変換器２２に
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より変換されたアナログ信号を増幅して電気信号を生成し、その電気信号をレシーバ２６
に出力する。レシーバ２６は、レシーバアンプ２３から出力された電気信号を音声に変換
して出力する。スピーカアンプ２４は、電源２０から供給される電力を用いて、Ｄ／Ａ変
換器２２により変換されたアナログ信号を増幅して電気信号を生成し、その電気信号をス
ピーカ２７に出力する。スピーカ２７は、スピーカアンプ２４から出力された電気信号を
音声に変換して出力する。
【００２０】
　イヤホンアンプ２５は、電源２０から供給される電力を用いて、Ｄ／Ａ変換器２２によ
り変換されたアナログ信号を増幅して電気信号を生成し、その電気信号をイヤホン２８に
出力する。イヤホン２８は、ユーザの操作により携帯電話端末１に着脱可能である。イヤ
ホン２８は、携帯電話端末１に挿入されているときに、イヤホンアンプ２５から出力され
た電気信号を音声に変換して出力する。センサ３０は、イヤホン２８が携帯電話端末１に
挿入されているか抜き出されているかを検出し、検出結果を制御部２に出力する。
【００２１】
　ミュート回路２９は、ＦＥＴ（Ｆｉｅｌｄ－Ｅｆｆｅｃｔ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）か
ら形成されている。ミュート回路２９は、制御部４により制御され、イヤホンアンプ２５
から出力された電気信号をイヤホン２８に伝達する配線を接地させないで、または、その
配線を接地させる。すなわち、ミュート回路２９は、制御部４により制御され、イヤホン
２８から音声を出力するようにミュート解除し、または、イヤホン２８から音声が出力さ
れないようにミュートする。ミュート回路２９は、電源２０がオフにされたときに、その
配線に急峻な電圧降下を発生させて、イヤホン２８からプツ音を発生させる。
【００２２】
　図３は、携帯電話端末１にインストールされるコンピュータプログラムを示している。
そのコンピュータプログラムは、携帯電話機部３１とイヤホン挿入検出部３２と鳴動イベ
ント検出部３３と鳴動制御部３４とアンプ制御部３５と電源制御部３６とを含んでいる。
【００２３】
　携帯電話機部３１は、携帯電話端末１を携帯電話機として機能させる。すなわち、携帯
電話機部３１は、操作部５に入力される所定の操作に応答して、無線部７を用いて、マイ
ク１４により収音された音声を他のコンピュータに携帯電話通信網を介して送信し、その
コンピュータから携帯電話通信網を介して受信された音声を出力デバイス１２から出力す
る。携帯電話機部３１は、さらに、操作部５に入力される所定の操作に応答して、無線部
７を用いて、操作部５を介して作成された電子メールを他のコンピュータに送信し、その
コンピュータから受信された電子メールを表示部６に表示する。なお、その携帯電話通信
網は、他の通信回線網に置換されることができる。その通信回線網としては、ＬＡＮ（Ｌ
ｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、インターネット、専用回線が例示される。
【００２４】
　イヤホン挿入検出部３２は、センサ３０を用いて、イヤホン２８が携帯電話端末１に挿
入されているか抜き出されているかを検出する。
【００２５】
　鳴動イベント検出部３３は、鳴動イベントまたは鳴動オフイベントを検出する。その鳴
動イベントは、出力デバイス１２から音声を発生させるイベントを示している。その鳴動
イベントとしては、操作部５のキーが押下されることが例示される。その鳴動オフイベン
トは、出力デバイス１２から発生している音声を停止するイベントである。その鳴動オフ
イベントとしては、その音声が発生し始めてから所定の時間が経過したことが例示される
。
【００２６】
　鳴動制御部３４は、所定のタイミングで、イヤホン２８から音声が出力されないように
ミュート回路２９を制御してミュートし、または、イヤホン２８から音声が出力されるよ
うにミュート回路２９を制御してミュート解除する。
【００２７】
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　アンプ制御部３５は、所定のタイミングで、イヤホンアンプ２５を起動し、または、イ
ヤホンアンプ２５を停止する。
【００２８】
　電源制御部３６は、所定のタイミングで、電源２０をオンし、または、電源２０をオフ
する。電源制御部３６は、さらに、所定のタイミングで、電源２０のモードを通常モード
に設定し、または、電源２０のモードを省電力モードに設定する。
【００２９】
　本発明によるノイズ防止策の実施の形態は、携帯電話端末１により実行され、携帯電話
機としての動作と、鳴動に関するイベントが検出されたときの動作と、イヤホン２８の抜
差しが検出されたときの動作とを備えている。
【００３０】
　その携帯電話機としての動作では、携帯電話端末１は、操作部５の所定のキーの押下に
応答して、無線部７を用いて、マイク１４により収音された音声を他のコンピュータに携
帯電話通信網を介して送信し、そのコンピュータから携帯電話通信網を介して受信された
音声を出力デバイス１２から出力する。携帯電話端末１は、さらに、操作部５の所定のキ
ーの押下に応答して、無線部７を用いて、操作部５を介して作成された電子メールを他の
コンピュータに送信し、そのコンピュータから受信された電子メールを表示部６に表示す
る。
【００３１】
　その鳴動に関するイベントが検出されたときの動作を以下に説明する。携帯電話端末１
は、イヤホン２８が挿入されている場合で、鳴動イベントが検出されたときに、ミュート
回路２９を用いてミュートし、電源２０のモードを通常モードに切り替え、イヤホンアン
プ２５を起動させ、ミュート回路２９を用いてミュート解除する。このような動作によれ
ば、携帯電話端末１は、ミュート解除された後に、音源２１により生成された音声をイヤ
ホン２８から出力する。
【００３２】
　携帯電話端末１は、イヤホン２８が抜かれている場合で、鳴動イベントが検出されたと
きに、ミュート回路２９を用いてミュートし、電源２０をオンにし、イヤホンアンプ２５
を起動させ、ミュート回路２９を用いてミュート解除する。このような動作によれば、携
帯電話端末１は、ミュート解除された後に、音源２１により生成された音声をレシーバ２
６とスピーカ２７とから出力する。
　携帯電話端末１は、イヤホン２８が挿入されている場合で、鳴動オフイベントが検出さ
れたときに、ミュート回路２９を用いてミュートし、電源２０のモードを省電力モードに
設定する。このような動作によれば、携帯電話端末１は、ミュートされた後に、音源２１
により生成された音声がイヤホン２８から出力されることが防止される。
【００３３】
　携帯電話端末１は、イヤホン２８が抜かれている場合で、鳴動オフイベントが検出され
たときに、電源２０をオフにする。このような動作によれば、携帯電話端末１は、ミュー
トされた後に、音源２１により生成された音声がレシーバ２６とスピーカ２７とから出力
されることが防止される。
【００３４】
　図４は、そのイヤホン２８の抜差しが検出されたときの動作を示している。携帯電話端
末１は、センサ３０によりイヤホン２８が挿入されたことが検出されたときに、または、
イヤホン２８が抜かれたことが検出されたときに、まず、割り込みを発生させる（ステッ
プＳ１）。携帯電話端末１は、その割り込みの要因がイヤホン２８の挿入または抜き出し
であるときに（ステップＳ２、ＹＥＳ）、イヤホン２８が挿入されたかイヤホン２８が抜
かれたかを判定する（ステップＳ３）。
【００３５】
　携帯電話端末１は、イヤホン２８が挿入されたときに（ステップＳ３、イヤホンあり）
鳴動中であるか否かを判定する（ステップＳ４）。携帯電話端末１は、鳴動中でないとき
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に（ステップＳ４、鳴動ＯＦＦ）、電源２０をオンし（ステップＳ５）、電源２０のモー
ドを省電力モードに設定する（ステップＳ６）。
【００３６】
　携帯電話端末１は、イヤホン２８が抜かれたときに（ステップＳ３、イヤホンなし）、
鳴動中であるか否かを判定する（ステップＳ７）。携帯電話端末１は、鳴動中でないとき
に（ステップＳ７、鳴動ＯＦＦ）、電源２０をオフし（ステップＳ８）、電源２０のモー
ドを通常モードに設定する（ステップＳ９）。
【００３７】
　このような動作は、イヤホン２８に関する処理のみを変更し、イヤホン２８以外の出力
デバイス１２（レシーバ２６やスピーカ２７）の鳴動処理については影響を与えない。
【００３８】
　図５は、本発明の比較例による携帯電話機がとりうる状態を示している。その状態は、
状態Ａ～状態Ｄを含んでいる。状態Ａは、鳴動していないで、かつ、イヤホン２８が挿入
されていない状態である。電源２０は、状態Ａのときに、オフされており、モードが通常
モードである。状態Ｂは、鳴動中であり、かつ、イヤホン２８が挿入されていない状態で
ある。電源２０は、状態Ｂのときに、オンされており、モードが通常モードである。状態
Ｃは、鳴動中であり、かつ、イヤホン２８が挿入されている状態である。電源２０は、状
態Ｃのときに、オンされており、モードが通常モードである。状態Ｄは、鳴動していない
で、かつ、イヤホン２８が挿入されている状態である。電源２０は、状態Ｄのときに、オ
フされており、モードが通常モードである。
【００３９】
　比較例の携帯電話端末は、状態Ａで鳴動イベントが検出されたときに、電源２０がオン
されて状態Ｂへ遷移する。比較例の携帯電話端末は、状態Ｂで鳴動オフイベントが検出さ
れたときに、電源２０がオフされて状態Ａへ遷移する。比較例の携帯電話端末は、状態Ｂ
でイヤホン２８が挿入されたときに、状態Ｃへ遷移する。比較例の携帯電話端末は、状態
Ｃでイヤホン２８が抜かれたときに、状態Ｂへ遷移する。比較例の携帯電話端末は、状態
Ａでイヤホン２８が挿入されたときに、状態Ｄへ遷移する。比較例の携帯電話端末は、状
態Ｄでイヤホン２８が抜かれたときに、状態Ａへ遷移する。比較例の携帯電話端末は、状
態Ｄで鳴動イベントが検出されたときに、電源２０がオンされて状態Ｃへ遷移する。比較
例の携帯電話端末は、状態Ｃで鳴動オフイベントが検出されたときに、電源２０がオフさ
れて状態Ｄへ遷移する。このとき、ミュート回路２９によりイヤホン２８に繋がる配線に
急峻な電圧降下が発生して、イヤホン２８からノイズが発生する。
【００４０】
　図６は、比較例の携帯電話端末における制御タイミングを示している。比較例の携帯電
話端末は、鳴動していないで、かつ、イヤホン２８が挿入されていない状態Ａで、イヤホ
ン２８が挿入されたときに、電源２０をオンしないでオフのままにしている。比較例の携
帯電話端末は、鳴動イベントが検出されると、ミュート回路２９を用いてミュートし、電
源２０をオンし、イヤホンアンプ２５を起動させ、ミュート回路２９を用いてミュート解
除する。比較例の携帯電話端末は、ミュート解除されると、イヤホン２８から音声を出力
して鳴動中となる。
【００４１】
　比較例の携帯電話端末は、鳴動しているときに鳴動オフイベントが検出されると、ミュ
ート回路２９を用いてミュートし、イヤホンアンプ２５を停止させる。比較例の携帯電話
端末は、ミュートされると、イヤホン２８から音声が出力されることを停止する。このよ
うなミュートによれば、ボタン確認音を鳴動する場合のイヤホンアンプ２５のオン時やパ
ス切り替え時に発生するノイズを防ぐことができる。比較例の携帯電話端末は、鳴動オフ
イベントが検出されてから数秒（たとえば、１０秒）経過後に、電源２０をオフする。比
較例の携帯電話端末は、イヤホン２８が抜かれる前に電源２０がオフされると、ミュート
回路２９によりイヤホン２８に繋がる配線に急峻な電圧降下が発生して、イヤホン２８か
らノイズが発生する。
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【００４２】
　音楽データを連続して再生する場合、鳴動中は鳴動終了処理が行われないため上記のノ
イズは目立たないが、特に、ボタン操作を行う際に鳴動するボタン確認音は、ボタン押す
度に鳴動開始処理、鳴動終了処理を行うため、ノイズの発生がユーザに判りやすい。
【００４３】
　上記のノイズを防止すべく、イヤホン２８が鳴動しない間も電源２０をオンしたままに
することも考えられるが、その場合無駄な電流を消費してしまうことになり電池の消耗を
早めてしまう。また、鳴動終了後からタイマーを使用して数秒（たとえば、１０秒）後に
電源２０をオフすることで、ユーザにノイズ発生を分かりにくくさせている。このとき、
その数秒後には、ノイズが発生してしまい恒久対策にはならない。また、タイマーを利用
した場合、タイマー終了前にイヤホンを抜いてしまうとアンプの電源はオンされたままで
あるため無駄な電流を消費してしまう。
【００４４】
　図７は、本発明による携帯電話機１がとりうる状態を示している。その状態は、既述の
比較例の携帯電話端末と同様にして、状態Ａ～状態Ｄを含んでいる。状態Ａは、鳴動して
いないで、かつ、イヤホン２８が挿入されていない状態である。電源２０は、状態Ａのと
きに、オフされており、モードが通常モードである。状態Ｂは、鳴動中であり、かつ、イ
ヤホン２８が挿入されていない状態である。電源２０は、状態Ｂのときに、オンされてお
り、モードが通常モードである。状態Ｃは、鳴動中であり、かつ、イヤホン２８が挿入さ
れている状態である。電源２０は、状態Ｃのときに、オンされており、モードが通常モー
ドである。状態Ｄは、鳴動していないで、かつ、イヤホン２８が挿入されている状態であ
る。電源２０は、状態Ｄのときに、オンされており、モードが省電力モードである。
【００４５】
　携帯電話端末１は、状態Ａで鳴動イベントが検出されたときに、電源２０がオンされて
状態Ｂへ遷移する。携帯電話端末１は、状態Ｂで鳴動オフイベントが検出されたときに、
電源２０がオフされて状態Ａへ遷移する。携帯電話端末１は、状態Ｂでイヤホン２８が挿
入されたときに、状態Ｃへ遷移する。携帯電話端末１は、状態Ｃでイヤホン２８が抜かれ
たときに、状態Ｂへ遷移する。携帯電話端末１は、状態Ａでイヤホン２８が挿入されたと
きに、電源２０がオンされて、電源２０のモードが省電力モードに設定されて、状態Ｄへ
遷移する。携帯電話端末１は、状態Ｄでイヤホン２８が抜かれたときに、電源２０のモー
ドが省電力モードに設定されて、電源２０がオンされて、状態Ａへ遷移する。携帯電話端
末１は、状態Ｄで鳴動イベントが検出されたときに、電源２０のモードが通常モードに設
定されて状態Ｃへ遷移する。携帯電話端末１は、状態Ｃで鳴動オフイベントが検出された
ときに、電源２０のモードが省電力モードに設定されて状態Ｄへ遷移する。このとき、ミ
ュート回路２９によりイヤホン２８に繋がる配線に急峻な電圧降下が発生しないで、イヤ
ホン２８からノイズが発生しない。
【００４６】
　このような状態の遷移は、イヤホンに関する処理（状態Ａと状態Ｄとの遷移、状態Ｃと
状態Ｄとの遷移）のみを変更し、イヤホン２８以外の出力デバイス１２（レシーバ２６や
スピーカ２７）の鳴動処理（状態Ａと状態Ｂとの遷移、状態Ｂと状態Ｃとの遷移）につい
ては影響を与えない。すなわち、携帯電話端末１は、イヤホン２８を抜くときの電源２０
のオフと同時に電源２０のモードを通常モードに設定しておくことで、イヤホン２８以外
のレシーバ２６やスピーカ２７の処理については従来からの変更が不要となり、好ましい
。
【００４７】
　このような遷移によれば、携帯電話端末１は、鳴動していないで、かつ、イヤホン２８
が挿入されている状態Ｄで、電源２０が省電力モードであり、無駄な電流が消費されてし
まうことが防止され、電池の消耗を早めてしまうことを防止することができる。
【００４８】
　図８は、携帯電話端末１における制御タイミングを示している。携帯電話端末１は、鳴
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動していないで、かつ、イヤホン２８が挿入されていない状態で、イヤホン２８が挿入さ
れたときに、電源２０をオンし、電源２０のモードを省電力モードに設定する。携帯電話
端末１は、鳴動イベントが検出されると、ミュート回路２９を用いてミュートし、電源２
０のモードを通常モードに設定し、イヤホンアンプ２５を起動させ、ミュート回路２９を
用いてミュート解除する。携帯電話端末１は、ミュート解除されると、イヤホン２８から
音声を出力して鳴動中となる。
【００４９】
　携帯電話端末１は、鳴動しているときに鳴動オフイベントが検出されると、ミュート回
路２９を用いてミュートし、イヤホンアンプ２５を停止させる。携帯電話端末１は、ミュ
ートされると、イヤホン２８から音声が出力されることを停止する。携帯電話端末１は、
ミュートされた後に、電源２０のモードを省電力モードに設定する。携帯電話端末１は、
イヤホン２８が抜かれた後に、電源２０をオフする。携帯電話端末１は、このようにイヤ
ホン２８が抜かれた後に電源２０がオフされると、ミュート回路２９によりイヤホン２８
に繋がる配線に急峻な電圧降下が発生しないで、イヤホン２８からノイズが発生しない。
【００５０】
　本発明によるノイズ防止策の実施の他の形態は、既述の実施の形態におけるノイズ防止
策が他の処理に置換されている。
【００５１】
　図９は、このようなノイズ防止策を実行する携帯電話機１がとりうる状態を示している
。その状態は、既述の比較例の携帯電話端末と同様にして、状態Ａ～状態Ｄを含んでいる
。状態Ａは、鳴動していないで、かつ、イヤホン２８が挿入されていない状態である。電
源２０は、状態Ａのときに、オフされており、モードが通常モードである。状態Ｂは、鳴
動中であり、かつ、イヤホン２８が挿入されていない状態である。電源２０は、状態Ｂの
ときに、オフされており、モードが通常モードである。状態Ｃは、鳴動中であり、かつ、
イヤホン２８が挿入されている状態である。電源２０は、状態Ｃのときに、オンされてお
り、モードが通常モードである。状態Ｄは、鳴動していないで、かつ、イヤホン２８が挿
入されている状態である。電源２０は、状態Ｄのときに、オンされており、モードが省電
力モードである。
【００５２】
　携帯電話端末１は、状態Ａで鳴動イベントが検出されたときに、状態Ｂへ遷移する。携
帯電話端末１は、状態Ｂで鳴動オフイベントが検出されたときに、状態Ａへ遷移する。携
帯電話端末１は、状態Ｂでイヤホン２８が挿入されたときに、電源２０がオンされて状態
Ｃへ遷移する。携帯電話端末１は、状態Ｃでイヤホン２８が抜かれたときに、電源２０が
オフされて状態Ｂへ遷移する。携帯電話端末１は、状態Ａでイヤホン２８が挿入されたと
きに、電源２０がオンされて、電源２０のモードが省電力モードに設定されて、状態Ｄへ
遷移する。携帯電話端末１は、状態Ｄでイヤホン２８が抜かれたときに、電源２０のモー
ドが省電力モードに設定されて、電源２０がオンされて、状態Ａへ遷移する。携帯電話端
末１は、状態Ｄで鳴動イベントが検出されたときに、電源２０のモードが通常モードに設
定されて状態Ｃへ遷移する。携帯電話端末１は、状態Ｃで鳴動オフイベントが検出された
ときに、電源２０のモードが省電力モードに設定されて状態Ｄへ遷移する。このとき、携
帯電話端末１は、状態Ｂで出力デバイス１２から音声が出力されないが、既述の実施の形
態におけるノイズ防止策と同様にして、ミュート回路２９によりイヤホン２８に繋がる配
線に急峻な電圧降下が発生しないで、イヤホン２８からノイズが発生しない。
【００５３】
　イヤホン２８が挿入されていない状態でボタン確認音を鳴動させる場合、状態Ａから状
態Ｂへ遷移するが、レシーバ２６やスピーカ２７を鳴動する際には電源２０はオンされな
い。よって状態Ｂから状態Ａの鳴動終了時も電源２０のオフ処理は不要となる。逆に、状
態Ｂから状態Ｃへ遷移する際（たとえば、ボタン確認音鳴動中にイヤホン２８挿入）には
、電源２０をこのタイミングでオンする必要がある。また、状態Ｃのイヤホン２８鳴動中
にイヤホン２８を抜いたときには状態Ｃから状態Ｂへ遷移するタイミングでアンプ電源２
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０がオフされる。
【００５４】
　このような遷移によれば、携帯電話端末１は、鳴動していないで、かつ、イヤホン２８
が挿入されている状態Ｄで、電源２０が省電力モードであり、無駄な電流が消費されてし
まうことが防止され、電池の消耗を早めてしまうことを防止することができる。
【００５５】
　なお、携帯電話端末１は、電源２０として省電力モードがない電源を適用することもで
きる。このとき、携帯電話端末１は、無駄な電流を消費してしまうことになり電池の消耗
を早めてしまうが、イヤホン２８から発生するノイズを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】図１は、本発明による音声出力装置の実施の形態を示すブロック図である。
【図２】図２は、音声／オーディオ信号処理部を示すブロック図である。
【図３】図３は、本発明による音声出力装置にインストールされるコンピュータプログラ
ムを示すブロック図である。
【図４】図４は、イヤホンが挿入され、または、イヤホンが抜かれたときの動作を示すフ
ローチャートである。
【図５】図５は、本発明によるノイズ防止策の比較例における状態遷移図である。
【図６】図６は、本発明によるノイズ防止策の比較例におけるタイミングチャートである
。
【図７】図７は、本発明によるノイズ防止策における状態遷移図である。
【図８】図８は、本発明によるノイズ防止策におけるタイミングチャートである。
【図９】図９は、本発明によるノイズ防止策の実施の他の形態における状態遷移図である
。
【符号の説明】
【００５７】
　１　：携帯電話端末
　２　：制御部
　３　：メモリ
　４　：制御部
　５　：操作部
　６　：表示部
　７　：無線部
　８　：音声／オーディオ信号処理部
　１１：アンテナ
　１２：出力デバイス
　１４：マイク
　２０：電源
　２１：音源
　２２：Ｄ／Ａ変換器
　２３：レシーバアンプ
　２４：スピーカアンプ
　２５：イヤホンアンプ
　２６：レシーバ
　２７：スピーカ
　２８：イヤホン
　３０：センサ
　３１：携帯電話機部
　３２：イヤホン挿入検出部
　３３：鳴動イベント検出部



(12) JP 5211684 B2 2013.6.12

　３４：鳴動制御部
　３５：アンプ制御部
　３６：電源制御部

【図１】 【図２】



(13) JP 5211684 B2 2013.6.12

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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